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今
年
は
春
先
か
ら
の
天
候
が

思
わ
し
く
な
い
。
低
温
・
曇
天

降
雨
日
が
反
復
し
、
す
が
す
が

し
く
、
し
の
ぎ
や
す
い
「
五
月

晴
れ
」
が
少
な
く
、
初
夏
の
香

も
希
薄
に
感
じ
ま
す
。
牧
草
収

穫
作
業
も
遅
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

気
象
庁
よ
り「
梅
雨
は
し
り
」

が
発
表
さ
れ
、
い
よ
い
よ
梅
雨

入
り
間
近
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
は
、
第
三
年
度
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
、
今
月
は
地
域
別

説
明
会
、
総
代
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

酪
農
と
ち
ぎ
も
合
併
三
年
目
。

「
草
創
期
か
ら
成
長
期
」
を
め

ざ
し
、
新
た
に
躍
動
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
三
年
度
組
合
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
各
部
門
と
も
事
業
推
進
計
画

を
策
定
し
、
計
画
に
沿
っ
て
始
動
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
事
業
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
説
明
会
で
一
部
報
告
の
と

お
り
で
す
が
、
本
紙
に
て
基
本
方
針
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
今
の
酪
農
情
勢
は
、
一
昨
年
よ
り

引
き
続
い
た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
影
響
や
酪
農
家

戸
数
の
減
少
、
初
妊
牛
の
高
騰
か
ら
の

更
新
停
滞
等
に
よ
り
、
府
県
に
お
け
る

飼
養
頭
数
の
減
少
が
生
産
量
の
低
迷
を

招
く
結
果
と
な
り
、
特
に
需
要
期
に
お

け
る
原
乳
供
給
が 
逼  
迫 
状
況
と
な
り
ま

ひ
っ 

ぱ
く

し
た
。
本
年
度
も
、
関
東
地
域
を
は
じ

め
と
す
る
府
県
の
生
乳
生
産
量
の
回
復

は
、
前
記
の
事
情
で
厳
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
原
乳
不
足

の
状
況
が
続
く
も
の
と
予
測
さ
れ
、
生
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乳
の
増
産
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
飲
用
乳
価
値
上
げ
交
渉
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
生
産
者
自

ら
の
積
立
金
「
生
乳
販
売
対
策
金
」
を

積
立
し
、
強
力
な
交
渉
を
行
い
得
る
体

制
が
整
い
、
今
後
の
交
渉
に
期
待
が
持

て
る
状
況
と
思
慮
し
ま
す
。 
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組
織
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合

合
併
後
の
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な

る
「
県
北
Ｃ
Ｓ
建
設
」
の
具
体
的
な
設

計
に
入
る
と
と
も
に
、
県
南
支
所
建
設

予
定
地
の
設
定
お
よ
び
施
工
計
画
策
定

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
集
送

乳
の
事
務
合
理
化
を
図
る
た
め
に
、
全

集
乳
車
に
「
ハ
ン
デ
ィ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
」
の
設
置
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

組
合
員
の
経
営
向
上
を
図
る
こ
と
を
基

本
に
各
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　

生
乳
販
売
事
業
は
、
組
合
員
個
々
よ

り
提
出
さ
れ
た
自
主
申
告
量
を
生
産
目

標
と
し
、
生
乳
販
売
目
標
を
二
十
一
万

三
千
㌧
に
設
定
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
き
高
品
質
乳
の
生
産
意
欲
を
高
揚

し
、
個
々
の
経
営
向
上
を
図
る
た
め
に

「
需
要
期
出
荷
奨
励
制
度
」・
良
質
乳

生
産
に
対
す
る
奨
励
措
置
「
需
要
期
優

良
生
乳
出
荷
奨
励
制
度
」
及
び
「
乳
質

共
励
会
」
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
北
Ｃ
Ｓ
の
統
廃
新
設
計
画

に
合
わ
せ
、
更
に
集
送
乳
の
合
理
化
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。 

　

市
乳
事
業
は
、
年
間
販
売
目
標
を
一

千
九
百
六
十
六
万
本
と
し
、新
商
品「
那

須
だ
い
す
き
牛
乳
」
を
発
売
す
る
と
と

も
に
、
計
画
達
成
に
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
産
地
の
特
性
と
「
新
鮮
・

安
全
・
安
心
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
消

費
者
に
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
店
頭
で
の
低
価
格
販
売
に

つ
い
て
は
、
販
売
先
へ
の
値
直
し
交
渉

を
継
続
し
、
低
価
格
帯
の
販
売
先
に
つ

い
て
は
販
売
中
止
も
考
慮
し
な
が
ら
、

効
率
的
な
販
売
に
努
力
致
し
ま
す
。
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購
買
事
業
は
、
指
導
購
買
を
基
本
と

し
、
定
期
巡
回
に
よ
る
情
報
提
供
を
行

い
、
組
合
購
買
事
業
の
利
用
を
さ
ら
に

推
進
し
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
最
大

限
に
生
か
せ
る
様
努
力
致
し
ま
す
。

　

配
合
飼

料
等
に
つ

い
て
は
、

直
送
等
を

推
進
し
、

供
給
価
格

の
低
減
を

図
る
と
共

に
、
指
定

配
合
飼
料

及
び
Ｔ
Ｍ
Ｒ
の
普
及
推
進
を
行
い
ま
す
。

　

指
導
事
業
は
、
組
合
員
の
健
全
経
営

を
目
指
し
、
生
産
性
の
向
上
と
安
定
し

た
経
営
基
盤
の
確
立
を
目
標
に
、
個
々

の
経
営
に
即
し
た
指
導
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。
良
質
粗
飼
料
の
生
産
を
推
進
し
、

自
給
率
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
良
質
乳

の
生
産
及
び
需
要
期
増
産
を
推
進
し
、

計
画
生
産
の
達
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

経
産
肥
育
牛
及
び
肥
育
素
牛
の
有
利
販

売
と
安
全
・
安
心
な
牛
肉
生
産
に
努
め

る
と
と
も
に
、
乳
牛
導
入
・
預
託
事
業

を
推
進
し
乳
牛
改
良
増
殖
・
優
良
後
継

牛
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。
各
種
補
助

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
活
用
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
総
合
的
乳
房
炎
対
策
を

実
施
し
、
体
細
胞
数
の
減
少
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
受
精
卵
移
植
を
広
く
推
進

す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

伝
染
病
予
防
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

組
織
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域

酪
農
組
合
、
青
年
部
、
女
性
会
等
そ
れ

ぞ
れ
の
意
見
が
反
映
す
る
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
活
動
を
支
援
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
充
実

を
図
り
、
周
年
拘
束
労
働
の
改
善
と
ゆ

と
り
あ
る
生
活
を
提
供
出
来
る
体
制
作

り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
牧
場
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
預
託
牛
の
よ
り
よ
い
環
境
を
整
備

し
、
健
康
で 
強  
靭 
な
乳
牛
作
り
に
努
め
、

き
ょ
う 
じ
ん

効
率
的
な
繁
殖
管
理
及
び
、
受
精
卵
移

植
等
預
託
者
の
要
望
に
応
え
ま
す
。

　

ま
た
、
適
期
作
業
に
努
め
、
高
品
質

粗
飼
料
の
増
産
を
図
り
な
が
ら
、
牧
場

景
観
を
整
え
、
休
憩
所
施
設
の
効
率
的

運
用
に
努
め
ま
す
。

　

こ
れ
ら
事
業
計
画
に
沿
っ
た
方
針
の

遂
行
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協
会
よ
り
、

平
成
十
五
年
一
〜
三
月
期
に
お
け
る
都

府
県
の
牛
群
検
定
成
績
に
よ
る
生
涯
検

定
選
奨
牛
四
十
九
頭
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
本
県
か
ら
は
十
一
頭
が
選
抜
さ
れ
、

う
ち
、
本
組
合
よ
り
八
頭
が
ラ
ン
ク
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
の
生
涯
検
定
乳
量
の
ト
ッ
プ
は
、

本
組
合
の
渡
辺
牧
場（
塩
原
町
上
横
林
）

の
所
有
牛
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
二
位

も
同
様
に
渡
辺
牧
場
の
所
有
牛
が
選
ば

れ
、
一
、
二
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

　

第
一
位
の
キ
ャ
ン
ナ
ム　

レ
イ
ン
号

は
二
代
本
登
録
牛
で
今
回
対
象
牛
の
最

高
齢
で
す
。
九
回
の
検
定
成
績
は
、
総

乳
量
八
万
七
千
六
九
三
㎏
、
乳
脂
量
三

千
四
五
三
㎏
、
脂
肪
率
三
・
九
％
の
成

績
で
し
た
。
繁
殖
成
績
は
、
ほ
ぼ
毎
年

一
産
と
順
調
で
、
八
歳
七
月
（
七
次
）

に
自
己
最
高
と
な
る
一
万
八
五
三
㎏
の

検
定
成
績
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

二
位
の
パ
ト
ラ　

ソ
ロ
号
も
基
礎
登

録
牛
で
八
回
の
検
定
で
は
、
総
乳
量
七

万
八
千
六
二
二
㎏
、
乳
脂
量
二
千
八
八

三
㎏
、脂
肪
率
三
・
七
％
と
一
位
の
キ
ャ

ン
ナ
ム
号
同
様
、
各
乳
期
で
は
八
千
〜

一
万
㎏
台
の
成
績
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
選
奨
牛
は
、
各
乳
期
に
お

け
る
乳
量
よ
り
も
、
繁
殖
能
力
及
び
長

命
連
産
性
に
富
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で

す
。

　

ま
た
、
本
組
合
の
井
上
栄
一
氏
（
矢

板
市
）、
菊
池
善
也
氏
（
南
那
須
町
）、

小
針
勇
氏
（
黒
磯
市
）
の
選
奨
牛
は
、

各
乳
期
平
均
九
千
八
百
㎏
〜
一
万
千
五

百
㎏
（
五
〜
六
回
検
定
）
を
記
録
し
て

お
り
、
今
後
検
定
回
数
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
り
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
、
生
涯
検
定
選
奨
牛

は
特
に
優
秀
な
乳
牛
で
、
強
健
性
や
機

能
性
を
高
め
る
体
型
づ
く
り
な
ど
、
日

頃
か
ら
の
改
良
及
び
経
営
に
対
す
る
意

欲
と
姿
勢
の
成
果
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
県
か
ら
の
選
奨
牛
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。
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生
涯
検
定
選
奨
牛
の
紹
介
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那
須
高
原
支
所

　

支
所
協
議
会
活
動
計
画

　

今
年
度
支
所
事
業
予
定
が
次
の
通
り
、

決
定
致
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

　

な
お
、
一
部
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
既
に
実
施
済
み
で
す
が
、
今
後
と

も
、
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

五
月
八
日

　
　

酪
農
ま
つ
り
反
省
会
（
開
催
済
）

五
月
二
十
七
日　

　
　

環
境
美
化
【
花
の
苗
配
布
】

　
　

（
開
催
済
）

七
月
八
日

　
　

第
二
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　

（
に
し
な
す
の
運
動
公
園
）

七
月
下
旬

　
　

第
二
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　

（
会
場
検
討
中
）

七
〜
八
月

　
　

畜
舎
環
境
調
査

　
　

省
会
（
実
施
済
）

七
月
下
旬

　
　

牛
舎
環
境
整
備

　
　

（
巡
回
チ
ェ
ッ
ク
・
チ
ェ
ッ
ク
表

を
も
と
に
点
数
化
し
表
彰
）

八
月
上
旬

　
　

研
修
会
並
び
に
交
流
会
セ
ミ
ナ
ー
、

親
睦
会
開
催

八
月
中
旬
（
又
は
一
月
中
旬
）

　
　

支
部
合
同
講
演
会

　
　

（
講
師
を
含
め
て
検
討
中
）

二
月
上
〜
中
旬

　
　

娯
楽
演
芸
大
会

　
　

（
落
語
、
漫
談
等
の
鑑
賞
）

　

栃
木
県
南
支
所

　

支
所
協
議
会
活
動
計
画

　

今
年
度
の
支
所
事
業
計
画
を
次
の
通

り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
研
修
会
・
講
習
会
等
を

よ
り
多
く
開
催
し
、
酪
農
技
術
の
習
得

及
び
組
合
員
の
交
流
を
図
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
ご
参
加
・
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
及
び
女
性

会
等
の
行
事
予
定
も
合
わ
せ
て
ご
報
告

致
し
ま
す
。

　
　

（
牛
舎
環
境
を
点
数
化
し
表
彰
）

八
月
八
日

　
　

第
二
回
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

（
那
須
町
共
同
利
用
模
範
牧
場
）

十
一
月
中
旬

　
　

第
二
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

（
会
場
検
討
中
）

十
二
月

　
　

畜
舎
環
境
調
査

　
　

（
牛
舎
環
境
を
点
数
化
し
表
彰
）

二
月
中
旬

　
　

講
演
会

　
　

（
講
師
を
含
め
検
討
中
）

　

宇
都
宮
支
所

　

支
所
協
議
会
活
動
計
画

　

今
年
度
の
支
所
活
動
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
次
の
事
業
を
計
画
（
一
部
実

施
済
み
）
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
参
加
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

五
月
十
五
〜
十
六
日

　
　

環
境
美
化
【
花
の
苗
配
布
】

　
　

（
実
施
済
・
一
戸
当
り
四
〇
株
）

五
月
二
十
六
日

　
　

第
二
回
酪
農
ま
つ
り
・
共
進
会
反

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

六
月　

支
所
活
動
・
研
修
会

　
　
　

（
テ
ー
マ
「
乳
質
改
善
」）

　
　
　

青
年
部
・
堆
肥
共
励
会

七
月　

支
所
活
動
・
交
流
会

　
　
　

（
ゲ
ー
ム
小
運
動
会
）

　
　
　

河
・
下
青
年
部
・
座
談
会

　
　
　

芳
賀
青
年
部
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　
　

芳
賀
・
河
・
下
女
性
会
交
流
会

八
月　

河
・
下
青
年
部
・
視
察
研
修

　
　
　

芳
賀
青
年
部
・
視
察
研
修

九
月　

河
・
下
地
域
酪
農
・
視
察
研
修

　
　
　

芳
賀
地
域
酪
農
・
視
察
研
修

十
月　

支
所
活
動
・
環
境
整
備

　
　
　

（
花
の
苗
配
布
）

　
　
　

芳
賀
女
性
会
・
視
察
研
修

　
　
　

河
・
下
女
性
会
・
視
察
研
修

　
　
　

河
・
下
地
域
酪
農
・
対
話
会

十
一
月
河
・
下
青
年
部
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

芳
賀
青
年
部
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　

芳
賀
地
域
酪
農
・
研
修
会

十
二
月
芳
賀
女
性
会
・
手
芸
講
習
会

　
　
　

河
・
下
女
性
会
・
手
芸
講
習
会

一
月　

河
・
下
青
年
部
・
座
談
会

二
月　

河
・
下
青
年
部
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
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�
�
�
�
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四
月
の
生
乳
の
販
売
状
況
は
、
飲
用

向
け
が
前
年
比
百
二
・
八
％
と
昨
年
か

ら
の
好
調
な
流
れ
が
続
き
、
都
府
県
に

お
け
る
生
産
が
落
ち
込
ん
で
い
る
（
関

東
に
お
い
て
は
九
十
七
％
）
こ
と
か
ら
、

加
工
向
け
が
七
・
三
％
（
前
年
比
六
十

・
二
％
）
と
前
月
に
引
き
続
き
減
少
し

て
お
り
、
需
給
は
堅
調
な
状
況
が
続
い

て
お
り
ま
す
。

　

―
都
府
県
の
生
乳
生
産
減
産
続
く
―

　

北
海
道
は
一
時
期
の
伸
び
か
ら
見
る

と
鈍
化
し
ま
し
た
が
、
百
二
％
と
引
き

続
き
堅
調
な
生
産
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

都
府
県
に
お
い
て
、
九
州
は
前
年
比
百

三
・
四
％
と
大
幅
な
増
加
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て

は
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
ず
、
前
年
比

九
十
八
・
七
％
と
前
月
同
様
減
産
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
全
国
で
は
百
・
二
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
組
合
の
生
産
乳
量

は
四
月
に
つ
い
て
も
、
前
年
比
九
十
九

％
と
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
支
所
別
で

見
る
と
県
南
支
所
は
百
・
九
％
と
堅
調

で
し
た
が
那
須
高
原
支
所
九
十
八
・
六

％
、
宇
都
宮
支
所
九
十
六
・
九
％
の
実

績
に
止
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
需
要

期
に
向
か
い
早
期
の
生
産
回
復
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

乳
質
に
お
い
て
は
、
無
脂
乳
固
形
分

率
が
前
年
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
が

（
〇
・
一
四
％
増
）、
脂
肪
率
と
、
体
細

胞
数
は
前
年
を
若
干
で
す
が
下
回
り
ま

し
た
。（
脂
肪
率
〇
・
〇
五
％
減
、
体
細

胞
数
一
・
四
八
万
増
）

　

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
故
障
、
ス
イ
ッ

チ
の
入
れ
忘
れ
等
に
よ
る
細
菌
数
事
故

が
心
配
さ
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
は
一
層
の
ご
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、暑
さ
に
よ
り
乳
質
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、乳
牛
の
飼
養
管
理
に

努
め
、乳
成
分
及
び
衛
生
的
乳
質
の
更

な
る
改
善
に
ご
努
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

四
月
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
上
記

の
と
お
り
で
す
。

��
��
�

飼
料
用
稲
わ
ら
か
ら
ひ
素
検
出

　

稲
わ
ら
の
ひ
素
残
留
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
部
報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
畜
産
振
興
課
」
よ
り
現
在
ま
で
の
調

査
結
果
が
届
き
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
酪
農
と
ち
ぎ
で
は
稲
わ
ら
の

取
扱
い
等
を
一
切
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん

�　無脂乳固形分率の推移

�
�
�
���

�　体細胞数の推移

�　乳量の推移�　脂肪率の推移
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②
飼
料
イ
ネ
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
給
与
に
つ
い
て
は
、
サ
イ

レ
ー
ジ
の
調
査
結
果
が
な
い
こ
と

か
ら
今
回
の
指
導
対
象
と
し
な
い
。

五　

ひ
素
に
つ
い
て

　

①
ひ
素
は
自
然
環
境
中
に
広
く
分
布

し
、通
常
、土
壌
中
に
も
含
ま
れ
て

お
り
、
特
に
水
田
土
壌
に
お
い
て

水
を
張
っ
た
状
態（
還
元
状
態
）に

す
る
と
稲
わ
ら
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
。

　

②
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
中
の

ひ
素
の
残
留
基
準
は
設
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、「
米
国
に
輸
出
さ
れ
る

和
牛
の
肝
臓
・
腎
臓
の
検
査
」、

「
牛
乳
・
乳
製
品
に
関
す
る
乳
業

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
検
査
」
か
ら
は
、

い
ず
れ
も
検
出
限
界
値
を
超
え
る

ひ
素
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

③
日
本
人
の
平
均
の
ひ
素
摂
取
量
は

総
ひ
素
量
と
し
て
１
５
７ 
μ 
ｇ
／

※
注

日
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
畜
産
物
に

由
来
す
る
部
分
は
２
μ
ｇ
／
日

（
摂
取
量
全
体
の
約
一
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
現
在
ま
で
の
情
報
と
な
り

ま
す
。
尚
、
新
し
い
情
報
は
随
時
ご
報

告
致
し
ま
す
。

〔単位：頭，千円（税込）〕

601　
　以上

551　
 ～600

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

～400
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

２２６２３３１５４５８１３２７日釧 路

４５１１０４６８１８４６６２４５８日根 室

６１５１０６８８５４３６４７６３０５９日十 勝

１４５７８２６７２４４６３２３５１５日豊 富

８６３５８１７７４４４５２２５１２２日北 見

１０１１３６６５７４６１４５０２５７２３日十 勝

２５４０３０７４８２３７３１９８４６２１,４２５合 計

４５２７４７４３６１１２５０９５４９９２,０１８前 月

４６０１,８８９前年同月

〔単位：円（税込）〕平成15年５月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

３９,９２７２,１００７０,３５０－９５ホルス雄�
�
�

�
�
�
� １４８,７１０７２,４５０１８０,６００－７０Ｆ１雄

８６,６７９３０,４５０１３１,２５０－４９Ｆ１雌

３２,８５７１２,０００５２,０００７１７ホルス雄�
�
�

��
� １４５,８５７４２,０００１７９,０００６８７Ｆ１雄

１０９,５７１７５,０００１３１,０００６５７Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

め
の
措
置
と
し
て
肉
用
に
出
荷
す

る
牛
又
は
搾
乳
牛
へ
の
稲
わ
ら
の

給
与
割
合
を
概
ね
二
割
以
下
に
抑

え
る
よ
う
指
導
し
て
行
く
。

三　

県
の
対
応

　

①
稲
わ
ら
の
給
与
割
合
を
概
ね
二
割

以
内
に
抑
え
る
こ
と
を
関
係
者
に

周
知
す
る
。

　

②
国
か
ら
の
指
導
基
準
を
超
え
る
稲

わ
ら
の
購
入
先
と
し
て
県
内
畜
産

農
家
の
連
絡
が
あ
っ
た
際
に
は
、

稲
わ
ら
の
給
与
状
況
及
び
家
畜
の

異
常
の
有
無
の
確
認
を
実
施
す
る
。

　

③
該
当
稲
わ
ら
給
与
牛
が
と
場
に
出

荷
さ
れ
た
際
に
は
生
活
衛
生
サ
イ

ド
に
お
い
て
、食
肉
衛
生
検
査
所

で
肉
、肝
臓
、腎
臓
の
ひ
素
残
留
検

査
を
実
施
す
る
。

　

な
お
、
四
月
三
十
日
現
在
、
国
か
ら

栃
木
県
内
の
畜
産
農
家
が
関
わ
っ
て
い

る
と
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四　

稲
わ
ら
の
給
与
割
合
の
考
え
方

（
農
林
水
産
省
飼
料
課
か
ら
聞
き
取
り
）

　

①
給
与
量
の
割
合
は
現
物
重
量
で
換

算
す
る
。
国
が
生
産
費
調
査
か
ら

計
算
し
た
と
こ
ろ
、
給
与
割
合
は

肥
育
で
六
％
程
度
で
あ
り
、
通
常

の
資
料
給
与
体
系
で
あ
れ
ば
特
に

問
題
と
な
ら
な
い
。

の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

一　

ひ
素
調
査
の
経
緯

　

本
年
三
月
中
旬
以
降
、
稲
わ
ら
に
ひ

素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
の
情
報
を
受
け
、

そ
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、「
農
林

水
産
省
肥
飼
料
検
査
所
」
で
稲
わ
ら
取

扱
い
業
者
か
ら
任
意
で
提
供
さ
れ
た
四

十
七
点
（
中
国
産
三
十
七
点
、
国
産
十

点
）
に
つ
い
て
ひ
素
残
留
の
分
析
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
三
十
点
（
中
国
産
二

十
七
点
、
国
産
三
点
）
が
ひ
素
残
留
の

指
導
基
準
数
値
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、「
飼
料
の
有
害
物
質
の
指
導
基

準
の
制
定
に
つ
い
て
」（
昭
和
六
十
三
年

十
月
十
四
日
付
け
畜
産
局
長
通
知
六
三

畜
Ｂ
第
二
〇
五
〇
号
）
に
よ
り
ま
す
と

ひ
素
の
残
留
基
準
を
２
ｐ
ｐ
ｍ
と
定
め

て
い
ま
す
。

二　

国
の
対
応

　

①
今
回
、
指
導
基
準
を
超
え
た
稲
わ

ら
（
同
じ
ロ
ッ
ト
の
も
の
）
は
販

売
し
な
い
よ
う
業
者
に
要
請
す
る

と
共
に
、
既
に
販
売
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
販
売
先
を
確
認
の
う

え
、
該
当
す
る
都
道
府
県
に
連
絡

す
る
。

　

②
全
て
の
稲
わ
ら
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
念
の
た

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� � � � � ���������	
��

※
注
１ 
μ
ｇ（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ
ム
）は
百
万
分
の
１
ｇ
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て
職
場
放
棄
（
辞
表
願
）
が
出
て
い
る

と
聞
く
。

　

ま
た
、
中
国
で
は
「
自
分
は
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
に
感
染
し
て
い
る
」
と
偽
り
、
こ
れ

を
武
器
に 
脅  
迫 
な
ど
悪
事
を
は
た
ら
く

き
ょ
う 
は
く

者
ま
で
出
現
し
、
中
国
政
府
は
公
共
安

全
危
害
罪
の
法
制
化
に
よ
り
、
罰
則
に

死
刑
の
重
罪
ま
で
科
し
取
り
締
ま
り
に

 
躍  
起 
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
病
原

や
っ 

き

体
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
そ
の
遺
伝

子
の
変
わ
り
身
が
早
く
対
策
が
難
し
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
日
も
早
い
終
息

を
望
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

通
行
人
（
た
ま
た
ま
男
子
小
学
生

だ
っ
た
）
に
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
火
を

つ
け
る
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
捜

査
に
よ
る
と
、
犯
人
は
自
殺
志
願
者
で

道
連
れ
に
な
る
人
を
捜
し
て
い
た
と
の

こ
と
。

　

最
近
、
ま
っ
た
く
の
他
人
が
メ
ー
ル

を
介
し
、
自
殺
志
願
者
ど
う
し
共
鳴
し

て
行
動
を
と
も
に
す
る
と
い
う
事
件
が

報
道
さ
れ
る
が
、
当
人
た
ち
に
ど
れ
ほ

ど
の
悩
み
が
あ
る
に
し
て
も
、
死
ぬ
ほ

ど
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
に
、
我
慢

の
レ
ベ
ル
が
今
は
昔
よ
り
ず
っ
と
低
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
に

は
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

５
月
中
旬
思
川
の
解
禁
に
つ
づ
き
那

珂
川
、
鬼
怒
川
な
ど
県
内
の
河
川
で
は

ア
ユ
釣
り
が
解
禁
さ
れ
る
。
い
よ
い
よ

夏
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
あ
る
。
（
Ｗ
）

　

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候

群
）
通
称
―
新
型
肺
炎
が
ア
ジ
ア
の
広

い
地
域
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
。

二
月
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
構
）が

警
告
を
出
し
て
か
ら
の
各
国
の
初
期
対

応
が
ま
ち
ま
ち
で
、
そ
の
国
の
対
応
の

善
し
悪
し
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
患
者

数
や
死
亡
者
数
が
大
き
く
異
な
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
で
も
患
者
数
の
増
え
て
い
る
地

域
が
あ
る
。
台
湾
の
病
院
で
は
、
多
く

の
医
師
が
自
身
へ
の
院
内
感
染
を
恐
れ

�����������
�����������
�����������
�����������

◇●
 

六
月
に
結
婚
す
る
と
幸
せ
に
な

れ
る
と
言
わ
れ
る
『
ジ
ュ
ー
ン

ブ
ラ
イ
ド
』
で
す
が
、
語
源
を

た
ど
る
と
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
行

き
着
き
ま
す
。
更
に
、大
安
・
友

引
（ 
陰  
陽  
道 
）
な
ど
も
気
に
す

お
ん 
み
ょ
う 
ど
う

る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
中
国

が
発
祥
の
地
で
す
。「
日
本
人
っ

て
な
ん
て 
節  
操 
の
無
い
…
」
と
、

せ
っ 

そ
う

思
い
ま
し
た
が
そ
こ
は
私
も
日

本
人
、
つ
い
つ
い
気
に
し
て
し

ま
う
矮
小
な
人
間
の
よ
う
で
す
。

と
り
あ
え
ず
、
異
国
文
化
を
吸

収
す
る
好
奇
心
溢
れ
る
国
民
性

と
解
釈
し
、
自
己
解
決
を
図
り

ま
す
。

◇●
 

川
に
鮎
が
ビ
チ
ビ
チ
跳
ね
る
、

鮎
釣
り
人
に
は
待
ち
に
待
っ
た

解
禁
日
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま

し
た
。一
説
に
よ
る
と
、そ
の
昔
、

出
兵
す
る
際
に
鮎
を
釣
っ
て
勝

敗
を
占
っ
た
た
め
、『
魚
』
に

『
占
』
を
あ
て
て
鮎
と
い
う
漢

字
が
出
来
た
そ
う
で
す
。
優
雅

な
姿
、
上
品
な
味
わ
い
か
ら
川

魚
の
女
王
と
さ
れ
、
日
本
人
に

と
っ
て
は
身
近
か
つ
珍
重
さ
れ

る
魚
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
都

心
部
で
は
、
鮎
は
身
近
と
は
言

い
難
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
模

様
で
す
。
自
然
の
恵
み
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。
（
Ａ
）
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五
月
度
理
事
会

決
算
理
事
会

�
�
�
�

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

地
域
別
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

�一
 
　

平
成
十
四
年
度
事
業
実
績
に
つ

い
て

　

�二
 
　

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

　

�三
 
　

栃
木
明
治
牛
乳
㈱
の
役
員
選
出

に
つ
い
て

定
例
理
事
会

�
�
�
�

　

�一
 
　

組
合
員
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

五
月
分
生
産
者
支
払
暫
定
乳
価

に
つ
い
て

　

�四
 
　

プ
レ
ミ
ア
ム
乳
価
に
つ
い
て

　

�五
 
　

平
成
十
四
年
度
サ
イ
レ
ー
ジ
共

励
会
表
彰
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

四
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�三
 
　

第
二
回
通
常
総
代
会
附
議
事
項

に
つ
い
て

　

�四
 
　

県
北
Ｃ
Ｓ（
仮
称
）建
設
に
つ
い

て

　

�五
 
　

関
東
生
乳
販
連
の
理
事
候
補
選

出
に
つ
い
て

四
月
度
理
事
会

�
�
�
�

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

四
月
度
生
産
者
支
払
暫
定
乳
価

に
つ
い
て

　

�三
 
　

第
二
回
酪
農
ま
つ
り
結
果
報
告

に
つ
い
て

�
�
�
�

　

�一
 
　

三
月
度
及
び
下
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
四
年
度
乳
質
共
励
会
表

彰
に
つ
い
て
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